
様式第 3号 

 

質問・回答書 

 

 平成 30 年 6 月 4 日  

福島県企画調整部長  

 

公告日 平成 30年 5月 29日 

業務名 福島県杉妻地域エネルギーインフラ導入調査事業業務委託 

質問事項 

 

① 業務実施体制としてコンソーシアム組成の可否について、お教え願います。 

スマートコミュニティ構築事業のプロジェクト・マネージャーの実績を保有する弊

社に加え、同事業の主たるエネルギー事業者の実績を有す企業及び、ZEB等の建築

物の省エネプランニング・シミュレーションに秀でる企業の 3者にてコンソーシア

ムを組成することで、本業務を実施するにあたり、より高品質な成果を提供できる

体制構築を検討しております。そのため、本業務にてコンソーシアムの組成するこ

とへの可否をご回答頂けますよう、お願い申し上げます。 

 

② 共同企業体（JV）でのプロポーザル参加は可能でしょうか。 

 

③ JVでのプロポーザル参加が可能な場合、いずれかの企業がプロポーザル参加の要件

を満たせばよろしいでしょうか。 

 

④ プロポーザル参加の要件の④、⑤について、「受注者」ではなく「事業実施者」でも

可能でしょうか。 

 

⑤ EMSについて、現時点では LGWANとは独立したシステムと考えて良いでしょう

か。 

 

⑥ 本事業の目的の一つである「本事業の効果を県内外へ発信すること」について、EMS

の情報等を外部へ発信する事も本事業の検証に含まれるでしょうか。 

 

⑦ 太陽光発電設備について、「合理的可能な限り最大限の導入を行えるよう優先的に検

討」とありますが、「最大限」の基準について、発電量・発電容量など明確な条件は

定められていますでしょうか。 

 

以上 

 



回答事項 

 

 ①②  コンソーシアム及び共同企業体（JV）いずれのプロポーザル参加も可能です。 

     ただし、申請の代表者たる 1社にて、全ての参加資格要件を満たすことが必

要となります（1社のみでは実績要件を満たさず、複数社の実績等を複合又

は合算させることで要件を満たす場合は、参加資格要件を満たしたとはみな

さない） 

     また、コンソーシアム及び共同企業体（JV）の構成員はいずれも、募集要領

３（１）の①～③の要件を全て満たしている必要があります。 

 

 ③   ①②のとおり。 

     申請の代表者である 1社が参加資格要件を全て満たす必要があります。 

 

 ④   「事業実施者」等が、当該事業の実質上の受注者（当該事業を実施する上で

根幹となる、調査等の業務を実際に行った者）であることが確認できる場合

は、「事業実施者」等も受注者とみなします。 

 

 ⑤   現時点では、LGWANとは独立したシステムを想定しています。 

 

 ⑥   本事業の目的の一つである「本事業の効果を県内外へ発信すること」につい

て、EMSの情報等を外部へ発信する事を現時点で想定しているものではあり

ませんが、有益性を本事業にて確認することは問題ありません。 

 

 ⑦   太陽光発電設備の「最大限」の基準について、発電量・発電容量などの明確

な基準はありません。 

     発電設備の構成を検討する中で、他発電設備と太陽光発電設備のいずれかを

選択しなければならない場合、合理的に可能な範囲で、太陽光発電設備の導

入を優先的に検討することを規定したものです。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 


